
（負担金用）

南あわじ市平成 22 年度事務事業評価シート 新規 継続

（⑤負担金用）

会計

款

項

目

○

団体の活動目的事業目的団体の概要事業の概要団体の決算の概要事業の決算の概要団体の支出事業経費団体の収入事業の財源内訳団体に関する補足説明事業に関する補足説明団体の自主財源事業主体の自主財源○

Ⅱ　Plan＆Do（計画・事業内容、団体内容、投入資源） 過去に負担金削減があった場合、その経緯過去に事業費削減があった場合、その経緯

（千円）

（千円）

4,860,000

事
業
の
決
算
の
概
要

事業に関する
補足説明

使用料 413,580

320,000

4,220,000

平成２０年度

（別途、当該団体・事業の規約又は会則等、平成20年度決算書、平成20年度事業報告書を添付
すること。＝決算書・事業報告書が作成されていない場合は、予算書・事業計画書でも可）

640,000

報償費

事業費 2,406,900

事業経費

一般会計・１

教育費・１０款

担当部課名

電　　　話 0799 - 23 - 3020 

保健体育費・６項

Ⅰ　基本事項 整理番号

保健体育総務費・１目

（団体の設立趣旨、活動目標など）

教育部 生涯学習文化振興課

1314

事　業　名 都市対抗少年野球大会負担金 予
算
科
目

需用費 1,286,850

負担金のうち本市の負担割合

事業の財源内訳

（上記負担金のうち本市の負担額）

0

歳入のうち負担金の割合

4,860,000

13.2%

事業主体の自主財源

負担金

50.0%

過去に事業費削減が
あった場合、その経緯

その他（負担金以外の国県補助金等）

②事業負担金①団体負担金

752,670

　全国各地域から選抜された少年野球チームによる淡路島で行われる全国大会として、青
少年の健全な育成のみならず、淡路島のPRを行うとともに地域活性化の原動力となり、淡
路島独特の特色ある手作りの少年野球全国大会を目指す。

経費を市が負担する理由（加盟理由、法令、 又は 市がすべきどのような事業を代わって実施しているのか）

負担金算出方法（負担金全体の算出方法とそのうち本市の負担割合の決定方法）

該当する項目について「○」を選択

（負担金の内訳）
　平成20年度まで　洲本市　320千円、南あわじ市　320千円
　平成21年度から　洲本市　160千円、南あわじ市　160千円

市の負担割合

　本大会は抽選会を洲本市文化体育館で開催し、メイン会場は佐野運動公園、サブ会場として洲本
市とサンライズ淡路で行われ、3日間にわたって熱戦を繰り広げる。
　全国各地域より予選を勝ち上がってきた50チーム約1,000人の子供達とスタッフ、応援団（父兄）
が集結し、淡路島内に関係者が宿泊する。帰りに観光施設に立寄って帰るチームも多くみられる。
　淡路島で開催する少年野球の全国大会として定着しており、地域活性化及び交流人口の増大に貢
献していると考えられるが、南あわじ市内全チームに招待がある訳でもなく、淡路市のチームは参
加していない。

50.0%

事
業
の
概
要

負
担
金
の
概
要

事
業
目
的
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（負担金用）

Ⅲ　Check（事業の自己評価・一次評価）

高 中 低

費用対効果3
必要性 3

総
合
評
価

自己評価をふまえた現状分析

　淡路島のPRや地域振興に貢献している大会で
あると考えられる。昨年度まで、洲本市と南あ
わじ市のみが助成金を支出しているが、淡路島
全体が参加できる大会となってほしい。
　淡路少年野球連盟から除名されているチーム
の参加について問題が発生しており、この問題
は、青少年の健全な育成を目的に掲げる野球連
盟と除名されているチーム間での早期の解決が
望まれる。

必
要
性

公共性の高低

費
用
対
効
果

（費用対効果の分析、問題点・課題などを記入。）

自
己
評
価

（
５
点

）

　全国から多数の強豪チームの参加により回を重ねる毎に内容、レベルともに向上し、市
内の少年野球チームの励みになっている。青少年の健全な育成と、家族、地域の人々との
連帯感を強化し、全国各地の少年野球チームと野球を通じて友好と親善を深めることを目
的とするなら、公平な選抜が望まれる。

3

（公共性、市民ニーズ、緊急性などを分析、問題点・課題などを記入。）

自
己
評
価

（
５
点

）

　淡路島少年野球連盟に負担金として支出しており、実施主体者自らも、島内の企業等よ
り協賛金を集め、大きな大会を開催している。今後も、青少年の健全な育成や地域活性化
による波及効果が期待するのであれば、県や島内全体からのサポートも得て開催する必要
があると考える。

3

評価グラフ

0

1

2

3

4

5

費用対効果 必要性

－ 2 －



（負担金用）

Ⅳ　Action＆Plan（改善・改革の内容及び次年度以降の計画）

（
現
状
維
持
の
場
合
も
記
入

）

④
廃
止
の
影
響

仮に補助金、交付金を廃止した場合に予測される影響（プラス面、マイナス面）

　先の問題の解決も踏まえ、洲本市とも協議しながらとなると思うが、廃止した場合の影響は大
きいと思う。

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

②
具
体
的
な
改
善
方
法

（
現
状
維
持
以
外
の
場
合

）

③
改
善
に
よ

っ
て
期
待
さ
れ
る
効
果

平成２３年度にできる改善・改革 平成２４年度以降にできる中期的な改善・改革

①
今
後
の
方
向
性
と
そ
の
理
由

　全てのチームが公平に出場機会を与えられる
ことが困難のため、大会主催者と協議の上、廃
止となった。

　予算削減

　現状維持

　予算削減

　現状維持 　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し

　事務局変更　休止・廃止

　予算充実　手法見直し

　現状維持
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